
 

平成３０年度 各種調査結果等を活用した学力保障の取組事例 

事務所名 宮古 学校名 宮古市立崎山小学校 ＴＥＬ 0193-62-3680 

 

 

 

【今年度の目標】 
（１） 校内研究を柱に、児童が「わかる」「できる」感を十分に味わえるような授業実践や、定着を図るための継続し

た取組を行うこと 

（２） 国語科・算数科における重点領域の目標値設定をして取り組むこと 

     →国語科：「話すこと・聞くこと」において各種調査で伸びが見られること 

     →算数科：「数と計算」において各種調査で伸びが見られること 

（３） 質問紙「授業内容がよく分かる」の回答（積極的肯定）を各教科とも増加させること 

 

【組織的な対応を図る上で工夫した点】 
（１） 校内体制の構築と実践 

（２） 校内研究を中心とした授業改善の実践 

 

【具体的な取組】 
（１） 校内体制の構築と実践 

① 学力向上の全体構想図とスケジュールの提示 

学力向上の全体構想図【資料１】とスケジュール【資料２】を示し、全職員共通理解の下、学力向上に取り組ん

だ。 

【資料１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての児童が「わかる」「できる」そして、「楽しくなる」学力向上の取組 

主担当： 学力向上 研究主任 担任

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

アンケート
進捗状況

チェック

夏休み明け
テスト

自己研修
成果発表会

アンケート
進捗状況

チェック

冬休み明け
テスト

アンケート
進捗状況

チェック

自己課題解
決シート評

価

全国学調
全国学調

分析
県学調

県学調
分析

標準学力検査
標準学力検査

分析

A 実践発表
学力向上対
策委員会①

実践発表
学力向上対
策委員会②

「『確かな学び、豊

かな学び』実現プラ

ン」確認

「『確かな学び、豊

かな学び』実現プラ

ン」確認

D

C

次年度の
「『確かな学び、豊かな学

び』実現プラン」構想

授業研究会

授業改善

P

授業研究会

授業改善

自己課題解決

シートの見直し

自己課題解決

シート作成

自己課題解決

シートの見直し

アセスメントシート
によるリサーチ

学力向上月間

朝読書→朝学習

「『確かな学び、豊かな学
び』実現プラン」

見直し、確認

授業実践

資料収集

授業実践

資料収集

次年度構想

スケジュール 



 

② 自己課題解決シートの作成と進捗状況の確認 

担任は一人ひとり児童の実態を踏まえ、「取組指標」と「検証指標」を明記したシートを作成し授業改善を行う。 

【資料３】自己課題解決シート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 児童及び指導者向けアンケートと進捗状況の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

教科・領域 3年 小野真悠子

単元名 取組時数

単元名 取組時数

3学期

　相手や目的に応じて、理由や事例など
を挙げながら筋道を立てて話すことがで
きる。

　事実と意見の関係を考え、自分の考え
をもつことができる。

　互いの考えの共通点や相違点を整理
し、司会や提案などの役割を果たしなが
ら、話し合うことができる。

　丁寧な言葉を用いるなど、適切な言
葉遣いで話すことができる。

　内容のまとまりや話の構成を意識し、
言葉の抑揚や声の大きさ、間の取り方
などを工夫して話すことができる。

　話の中心に気を付けて聞き、質問を
したり感想を述べたりすることができ
る。

　必要な事柄について、要点をメモしな
がら聞くことができる。

　互いの考えの共通点や相違点を整
理し、自分の考えをもつことができる。

　自分の役割を自覚し、意見と理由を明
確にしながら話し合いを進めることがで
きる。

1学期 2学期

検証指標

よい聞き手になろう 1学期　6時間

・話を聞くときの観点をはっきりさせてから活動させる。

取組指標2

つたえよう，
楽しい学校生活

2学期　15時間

具体的な
取組

・伝えたい目的と内容を明確にして、言葉遣いや視線などに注意しながら話すことができるようにする。

・必要な事柄を調べたりインタビューしたりすることができるようにする。

・毎時間の振り返りは、黒板で１単位時間の学習を確認した後、個人の振り返りを行い、できたことや分かっ
たこと、次への課題等を実感できるようにする。

・前時想起の際に振り返りを活かし、振り返りのよさを実感させる。

取組１を終えて
・常に話の中心を捉えながら聞こうとする児童が増えた。
・個人の振り返りをすることで指導した内容を理解することができたかを確認することができた。また、振り返
りを前時想起の際に活かすことで、振り返りのよさを確認することができた。

取組２を終えて

自己課題解決シート

子供たちに求められる資質・能力の「三本の柱」を総合的に育むために
～振り返りを大切にした授業づくりを通して～

研究主題

国語科　話すこと･聞くこと

児童の実態
・友達の話の大事なところを落とさず聞いたり、自分と比べて聞いたりすることが苦手。
・発言することに自信をもてない。
・自分の考えを言葉にすることに難しさを感じている。（説明等）

・グループでのやり取りや話し合いは、手引き沿って、混乱なくできるようにする。

・毎時間の振り返りは、黒板で１単位時間の学習を確認した後、個人の振り返りを行い、できたことや分かっ
たこと、次への課題等を実感できるようにする。

取組指標1
具体的な
取組

・前時想起の際に振り返りを活かし、振り返りのよさを実感させる。

＜児童の実態＞ 

・学習指導要領の目標に

照らして 

・諸調査結果から 

＜取組を終えて＞ 

・取組後の成果と課題を

記入し、「自己研修成

果発表会」で発表する。

＜検証指標＞ 

・ルーブリック形式で示

す 

・進捗状況を確認する 

「自己研修成果発表会」 

① 参会者が授業者の日々の

実践から指導法の改善の

視点を得られる 

② 授業者が計画を見直す機

会となる 

自己研修成果発表会

0.00
0.50
1.00
1.50
2.00
2.50
3.00
3.50
4.00
4.50
5.00

1学期学習チェック(4，5，6年）

4年 5年 6年

＜児童の振り返り＞ 

・話し合いの時に積極的に参加したい。 

・予習をしていなかったのでしたい。 

・家のルールを破ってしまうので直したい。

・友達にフォローしてもらっているので次は

一人でやりたい。 

・学校では◎が多いけれど、家では◯が多い

ので、家でもルールを決めてやりたい。 ◎５ 〇３ △１ ×０ 

1学期末の職員会議でアンケート

結果を示し、2学期の学習指導、授

業改善の方法を確認する。 

課題点



 

④ 崎山中学校ブロックスタンダードを活用した保小中連携した取組（４年目） 

ア 家庭と連携して取り組む家庭学習 

   「崎山中学校ブロックスタンダード」を家庭に配布し、理解と協力を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ「家庭学習チャレンジ週間」の実施 

   崎山小、崎山中、崎山保育所による合同の

取組。９月最終週に崎山小・中は「家庭学習

チャレンジ」に、崎山保育所は「テレビを消

して親子で読み聞かせ」取り組む。取組結果

を「崎山中ブロック地域連携通信」としてお

知らせし、家庭学習と情報メディアの関連等

について啓発する。 

 

（２） 校内研究を中心とした授業改善の実践 

① ユニバーサルデザインの視点を取り入れた学級づくり及び授業づくり（４年目） 

ア 児童の学習・生活面の実態把握（Research） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習アンケート 

レディネステスト 
階層 

バリアを生じさせる発達障が

いのある児童の特徴 
授業でのバリアを除く工夫 

好きか 

大切だと思うか 

集中できるか 

わかるか 

できるか 

参加 

状況理解の不十分さ，見通し

のなさへの不安，関心のムラ，

注意・多動、二次障がい 

クラス内の理解促進，ルールの

明確化，刺激量の調整，場の構

造化，時間の構造化 

理解 

認知の偏り，複数並行作業の

苦手さ，曖昧なものへの弱さ，

イメージすることの苦手さ，

学習の仕方の違い，理解のゆ

っくりさ 

焦点化，展開の構造化，スモー

ルステップ化，視覚化，身体性

の活用（動作化、作業化），共

有化 

身に 

付いているか 
習得 

記憶の苦手さ，定着の不安定

さ 

スパイラル化(学年，単元間，

教科間の重複意識) 

活かせるか 活用 抽象化の弱さ，般化の不成立 

適応化(応用・汎用)， 

機能化（日常生活への実用化・

発展的課題） 



 

イ 学級づくり                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 授業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 「主体的・対話的で深い学び」を視点とした授業改善（２年目） 

ア 指導案上に「主体的・対話的で深い学び」の視点による手立てを明記する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ UD及び「主体的・対話的で深い学び」の視点で改善策を見出す研究会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導案上にUDやALの視点による

手立てを明記する 

前面の刺激は最小限に 

スケジュールや当番の視覚化 黒板はすっきりきれいに 

暗黙のルールの視覚化 

提出物の場所の指定 

○教室環境の整備(学級ｰ①) 

ロッカーの使い方の統一 

(ｱ) 教室環境の整備（整理整頓、座席、視覚刺激、スケジュールなど） 

(ｲ) 学習のきまり整備（学習用具、開始終了時刻、あいさつなど） 

(ｳ) 生活のきまり整備（ルールの視覚化、当番の行動の視覚化など） 

(ｴ) 関係づくり（認め合う場、長所を生かした活動、トラブルの解決法など）

(ｱ) 授業の構成の工夫（学習の流れ、興味関心、学習設定、時間配分、学習形態、集中力、満足感など） 

(ｲ) 教師の話し方、発問や指示の工夫（肯定的、タイミング、立ち位置、前置きなど） 

(ｳ) 板書、ノートやファイルの工夫（授業の流れ・大事なところが分かる、見やすいなど） 

(ｴ) 教材・教具の工夫（具体物、視聴覚機器、用具、ワークシート、応用、発展など） 

ペアで確認している様子

KJ法で成果と課題を

確認した後、思考ツー

ル「熊手チャート」を

使って代案を３～４つ

示す。 

ボードを使って考えをまとめている様子



 

③ 「振り返り」を大切にした授業づくり（１年目） 

ア 様々な振り返りの方法を試みる 

＜ワークシートの活用＞（単元1枚）         ＜行動目標の活用＞（単元１枚） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ＜ICTの活用＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 振り返りをピックアップし前時想起に活用   ウ 振り返りの質の向上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩手県学習定着度状況調査「普段の授業で、最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていると思いますか。」H30肯定的回答１００％ 

 

H29                           H30 

 

スピーチ練習の際、動

画撮影をし、みんなで見

合ってよさや課題を振

り返る活動 

研究会で振り返りを

視点に協議。改善策を練

り、翌日からの実践に取

り入れる。 

学習課題に照らして「分かったこと」「できたこと」「できなかったこと」「解決方法」「気を付けたいこと」などを

視点に書かせる。→次時に活かす。 



 

H29 県学調

県比

H30 全国学調

県比

H25度年入学児童

算数科「数と計算」

領域における推移

H29 県学調

県比

H30 全国学調

県比

H25度年入学児童

国語科「話す・聞く」

領域における推移

【成果】 
今年度の目標に対する達成状況から             

  (1) 国語科：「話すこと・聞くこと」において各種調査で伸びが見られること 

(2)  算数科：「数と計算」において各種調査で伸びが見られること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 質問紙「授業内容がよく分かる」の回答（積極的肯定）を各教科とも増加させること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇６年生においては「算数科」「理科」において積極的肯定の回答が増加した。「社会科」においては横ばい、 

「国語科」においては、積極的肯定は減ったが、肯定的回答が増加した。 

・６年生において積極的肯定の回答が増加した要因としては、単元の初めに「行動目標」示し、児童が「何がわか

ればよいのか」「何ができればよいのか」を明らかにし、単元途中では児童に「わかった」「できた」を確認さ

せながら学習を進めたこと等が考えられる。 

・５年生においては、「理科」において積極的肯定の回答が増加した。しかし、算数科においては、否定的回答が

増加した。これは、「丁寧な指導」を心がけた結果習熟の時間が十分に取れなかったこと等の要因が考えられる。   

(4) その他 改善が見られた点 

  〇無答率が下がった。 〇「諦めずにいろいろな方法を考えるか」という質問において肯定的回答が増えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 
確かな学力の定着に向けた授業改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H29 H30

全国学力調査 算数科質問紙

「解き方が分からないときは，

諦めずにいろいろな方法を考えますか」

積極的肯定 肯定

0.0%
20.0%
40.0%
60.0%
80.0%
100.0%

7月 11月 7月 11月 7月 11月 7月 11月

国語 社会 算数 理科

5年生「授業の内容がわかる」割合

よくわかる わかる どちからというとわからない わからない

0.0%
20.0%
40.0%
60.0%
80.0%
100.0%

7月 11月 7月 11月 7月 11月 7月 11月

国語 社会 算数 理科

6年生 「授業の内容がわかる」割合

よくわかる わかる どちからというとわからない わからない

7.1P 2.1P

Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

全国学力調査無答率推移

国語Ａ 国語Ｂ 算数Ａ 算数Ｂ

10~15P 

19.8% 

〇現 6 年生において「話す・聞く」

「数と計算」領域における伸びが

見られた。 

・その他の学年については CRT 実施

後に分析を行う。 

右のグラフの通り、「よくわかる」と回答している児童の中にも正答率が低

い児童がいる。 

そこで、「振り返り」の段階で「わかった」と記述していても確かに力が付

いているかを評価し、自己評価と絶対評価ができるだけ一致するよう以下のこ

とを工夫していく。 

ア 行動目標を示し、ゴールまでの見通しをもって学習活動を行う。 

イ 習熟の時間を確保する。 

ウ 児童の自己評価だけでなく、相互評価、評価問題、教師の評価を適切に

位置付ける。 

エ 学習のプロセスを振り返ったり、協働的な学習活動のよさを実感したり

することができるようにする。 


